
西の里中学校の教育目標 賢く・優しく・たくましく   

西の里スタンダード「 ３つの「あ」 挨拶 ・ 安全 ・ 後始末 」 
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「どんな年になるか」→「どんな年にしますか」 

校長  髙 橋 浩 子 
能登半島地震で被災された皆様、関係者の皆様に心からお見舞い申し上げます。大切な人を失ったこと、

過酷な避難生活を余儀なくされている方も多いこと、中学生が学びの保障のためとはいえ家族の元を離れて

集団生活を送っていることなどを思うと、胸が痛みます。１日も早く復旧が進むことを願うばかりです。 
新年が明け、学校では３学期が始まりました。始業式で体育館に集まった子どもたちの笑顔を見て、安全

に過ごしていることに感謝するとともに、何気ない日常の尊さを改めて感じました。 
教職員には、地震や航空機事故で対応に当たっている方々の姿から、今いる場所で自分がなすべきことを

果たす重要性、チームで対応するとしても個人が決断を迫られる場面もあり、平時から備えておくことで判

断基準を持って冷静に行動できることなどについて、年頭に話をしました。災害や事故の教訓を生かし、こ

れまで以上に子どもたちの安全を守る意識を高めていきたいと考えています。 
３年生は入試シーズンに入り、冬休みが終わってすぐに私立高校の推薦・単願入試が始まっています。公

立高校は出願を終え、先週末に出願状況が発表されたところです。３年生の先生、教頭、校長で行ってきた

面接試験に向けての練習も、明日が最終日です。背筋を伸ばし、緊張した面持ちで入室、ノックをして校長

室に入ってくる生徒の顔は緊張に満ちています。中学校でのこと、高校生活の抱負、将来の目標……質問に

答える姿からは、想定質問に対する回答を考える中で、自分自身と向き合ったことが伝わってきます。毎年

中学３年生を見ていると、この過程を通して表情がぐっと大人びてくることを実感します。自分という人間

の輪郭が、はっきりしてくるからでしょう。とはいえ、まだまだ発展途上です。はっきりしてくる輪郭を、

自分の枠として限定してほしくはありません。やわらかな感性を失うことなく、感じ、考え、行動する中

で、様々な要素を持っている自分（と他者）、変化していく自分（と他者）を受け止めていってほしいと思

います。 
始業式では人間の偉大な発見である「時間」についてお話ししました。時間の概念があることで、１日、

１週間、１箇月、１年などのスパンで区切りをつけて心を整理したり、期間を区切って目標を立てたり、成

果を確認したりすることができます。今年はどんな年になるか、ではなく、今年をどんな年にするか、それ

ぞれが抱いた思いを、教職員一同応援していきます。 
この学校だよりを読んでくださっている皆様にとって、この年が希望に満ちた幸多き年になることをお祈

りいたします。本年も西の里中学校の教育活動にご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

学校評価にご協力ありがとうござました。 
今年度より、保護者・学校・地域で協働して子どもたちの成長を育むという観点で、保護者・生

徒・教職員の学校評価を中間評価と学年末評価の年２回実施いたしました。中間は135件、学年末は

115件の保護者の皆様から回答をいただきました。ありがとうございました。中間評価は後期の学校

改善のため、学年末評価は次年度に向けての改善点を洗い出すために活用します。それぞれの評価結

果は職員で共有し、次年度に向けて計画を立てています。今月は生徒評価について掲載します。 

＜質問項目（中間評価・学年末評価同じ項目）＞ 

①授業の中で課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んだ。 

②学校スローガン ３つの「あ」（挨拶・安全・後始末）を実践している。 

③学習では、課題の解決方法を工夫して、粘り強く取り組んでいる。 

④行事や学級活動、生徒会活動、部活動等において、自分の役割を果たすと 

ともに相手の立場も考えて仲間と協力している。 

⑤いじめを許さないという意思を持って生活している。 

⑥将来の夢を持ち、実現に向けて自分なりの努力をしている。 

⑦地域への貢献をしたいと思っている。 

⑧自分の問題を主体的に考え、自分なりに何かに挑戦している。 

⑨基本的な生活習慣を身に付けるとともに、体力向上に努めている。 

⑩自分の心身と向き合い、健康状態を把握している。 

⑪困った時は誰かに助けを求めることができる。 

A…4 点 B…3 点 C…2 点 

D…1 点として平均値を算出 

＜分析＞ 

・ほとんどの項目で中間より学年末の数値が高くなっており、子ども自身も自

らの成長を実感できているのではないかと考えます。これは、学校での授業改

革、ICTの活用等、子どもたちの目に見える形で、教室での変化が見られたこ

とが大きいと推察します。 

・⑥について、中学生段階で自らの将来の目標を持つことは難しいことかもし

れませんが、学校では、色んなことに自ら挑戦する意識の醸成を図っていると

ころです。職場体験学習などを通したキャリア教育はこの項目の柱となる取組

です。 

・⑦について、「ふるさと教育」は学校と地域の連携の柱となる項目です。これ

まで行ってきた地域行事への関与や学校運営協議会（CS）での取組を教育課程

に位置づけ、生徒が地域と向き合う時間を設定します。 

卒業式は3月14日（木）です。 

3年生保護者の皆様には改めてご案内いたしますが、

今年度の第64回卒業証書授与式は3月14日（木）に実

施いたします。今年は保護者の出席に際して制限は設け

ません。また、在校生との「別れ・旅立ちの交換」も行

う予定です。 

2月22日（木）はPTA合同委員会です。 

 第2回PTA合同委員会を2月22日（木）19時から多

目的室で開催いたします。主な議題は今年度の反省と会

員の皆様にご協力いただいたアンケート結果を踏まえ

て、次年度以降のPTA体制について検討することになり

ます。何かとご多忙の時期かと思いますが、委員の皆様

にはご出席いただきますようお願いいたします。なお、

アンケートは132件の回答がありました。ありがとうご

ざいました。 

日 曜 朝読 部 給食 相談員ＳＣ

1 木 ○ × ○ 相談員

2 金 勉 × ○

3 土 ○

4 日 ○

5 月 ○ × ○

6 火 ○ ○ ○ 相談員

7 水 ○ × ○

8 木 勉 ○ ○ 相談員

9 金 ○ × ○

10 土 ○

11 日 ○

12 月 ○

13 火 ○ × ○ SC

14 水 ○ ○
1，2
年○
3年×

15 木 × ×
1，2
年○
3年×

16 金 勉 × ○

17 土 ×

18 日 ×

19 月 × ×
1，2
年○
3年×

20 火 × × × 相談員

21 水 ○ × ○

22 木 勉 ○ ○
相談員

23 金 ○

24 土 ○

25 日 ○

26 月 ○ ○ ○

27 火 ○ ○ ○
相談員
SC

28 水 ○ × ○

29 木 ○ ○ ○ 相談員

建国記念の日

第2回学校教育指導（オンライン）

会議日 5時間授業

令和６年　2月行事予定

会議日 5時間授業

1，2年学力テスト
1，2年5時間授業、３年6時間授業

会議日 5時間授業

定例委員会・本部会

会議日 5時間授業

市内全体研究協議会 5時間授業

天皇誕生日

振替休日

公立高校推薦入試
1，2年参観日 5時間授業

私立高校A日程下見 3年給食なし
4時間授業

私立高校A日程入試① 3年給食なし
職員会議 4時間授業

私立高校A日程入試② 5時間授業
テスト前諸活動停止

私立高校B日程下見  3年給食なし
1，2年定期テスト① 4時間授業

私立高校B日程入試①
1，2年定期テスト② ３時間授業
給食なし

私立高校B日程入試② 5時間授業
第3回学校運営協議会（CS）

福祉講演会（1年手話）
PTA役員会・合同委員会


